
こ
ん
な
質
疑
を

　
　行
い
ま
し
た

　５月11日に第２回臨時会が開かれ、正副議長選挙や各委員会委
員の選任、広報特別委員会の設置、一部事務組合議会議員の選挙
が行われ、議会構成が決定したほか、専決処分２件、補正予算１
件、監査委員の選任１件、すべて原案のとおり承認・可決・同意し
ました。
　６月12日から６月18日までの７日間、第２回定例会が開かれ、
教育長の任命、教育委員会委員の任命、監査委員の選任、固定資
産評価員の選任３件、農業委員会委員の任命１４件、寒川財産区
管理委員の選任、動産の取得、条例の一部改正５件、補正予算５
件、財産の取得(追認)の計33件全て原案のとおり同意、可決しま
した。
　一般質問は、５議員が行い、町執行部の取り組み等を問いました。

全て原案のとおり可決! !全て原案のとおり可決! !

の
負
担
は
減
額
と
な
り
、
町

の
税
収
は
減
少
と
な
る
。
そ

の
分
、
国
か
ら
特
別
交
付
金
で

補
填
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問　

次
年
度
も
特
別
交
付

金
で
補
填
さ
れ
る
見
通
し
な

の
か
。

答　

９
年
度
以
降
の
方
向

性
は
確
定
し
て
い
な
い
。

●
議
案
第
31
号 

専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
件
に
つ
い
て

（
専
決
第
２
号
令
和
７
年
度

日
高
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）
）

補
正
額　

△
６
億
７
０
１
５
万
９
千
円

（
補
正
後
予
算
総
額
１
１
１

億
９
１
３
３
万
３
千
円
）　

 

令
和
７
年
度
の
決
算
見
込
み

に
基
づ
く
予
算
の
調
整

・
地
方
交
付
税
等
の
交
付
額

が
見
込
額
を
上
回
っ
た
こ
と

に
よ
る
増
額

・
余
剰
金
を
公
有
財
産
管
理

基
金
に
積
立

（
賛
成
全
員
）

●
議
案
第
30
号 

専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
件
に
つ
い
て

（
専
決
第
１
号
日
高
川
町
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

〔
主
な
改
正
内
容
〕

【
軽
自
動
車
税
関
係
】

・
環
境
性
能
割
の
廃
止

・
環
境
性
能
割
の
廃
止
に
伴

う
名
称
変
更
（
軽
自
動
車
税

種
別
割
→
軽
自
動
車
税
）

（
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
）

（
賛
成
全
員
）

問　

軽
自
動
車
税
の
環
境

性
能
割
を
廃
止
す
る
こ
と
に

よ
り
、
購
入
時
の
税
負
担
は

軽
く
な
る
の
か
。

答　

８
年
度
か
ら
自
動
車

取
得
時
の
負
担
の
軽
減
、
簡

素
化
を
図
る
た
め
環
境
性
能

割
が
廃
止
さ
れ
た
。
購
入
者

問　

今
回
２
億
５
千
万
円

を
公
有
財
産
管
理
基
金
へ
積

み
立
て
る
が
、
財
政
調
整
基

金
で
な
く
、
目
的
が
あ
っ
て

積
み
立
て
る
の
か
。

答　

余
剰
金
を
公
有
財
産

管
理
基
金
へ
積
み
立
て
、
公

共
施
設
の
解
体
、
更
新
し
て

い
く
費
用
に
充
て
た
い
。
今

後
か
な
り
先
ま
で
続
く
見
込

み
だ
。　

問　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
に
よ
る
被
害
状
況
は
ど

う
か
。

答　

７
年
度
の
被
害
状
況

は
、
梅
と
ス
モ
モ
な
ど
で
１

６
７
本
、
桜
で
18
本
と
な
っ

て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
が
梅
等
で
92

本
、
桜
で
３
本
で
あ
っ
た
の

で
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。

問　

商
工
業
全
力
応
援
事

業
補
助
金
が
２
６
０
万
円

残
っ
て
い
る
。
事
業
実
績
は

ど
う
か
。

第
２
回
臨
時
会

ひだか川議会だより
令和８年８月１日発行　第79号

6



答　

７
年
度
、
特
産
品
開

発
等
で
２
件
の
申
請
が
あ
っ

た
。
起
業
で
の
申
請
は
な

か
っ
た
。

　

８
年
度
は
、
特
産
品
開
発

で
１
件
申
請
が
出
て
い
る
。

起
業
で
は
問
い
合
せ
が
あ
る

状
況
だ
。

問　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
５
千
万
円
減
額
し
て
い

る
。
南
陵
高
校
か
ら
の
応
援

申
し
出
か
ら
だ
っ
た
の
で

は
。答　

７
年
９
月
議
会
で
５

千
万
円
補
正
計
上
し
た
。

　

南
陵
高
校
の
経
営
が
苦
し

い
の
で
応
援
す
る
企
業
が
町

へ
寄
附
し
、
南
陵
高
校
へ
助

成
す
る
制
度
を
つ
く
っ
た
。

　

南
陵
高
校
の
申
出
で
は
、

24
社
で
５
千
万
円
寄
附
が
見

込
め
る
た
め
予
算
を
置
い

た
。
結
果
、
企
業
か
ら
の
寄

附
が
集
ま
ら
ず
、
予
算
を
専

決
で
落
と
し
た
。

　

精
査
不
足
で
あ
っ
た
。

問　

防
災
行
政
無
線
の
子

局
整
備
で
３
３
０
０
万
円
減

額
し
て
い
る
。

　

入
札
差
額
で
あ
る
な
ら
他

の
子
局
整
備
へ
充
て
ら
れ
る

の
で
は
。

答　

令
和
７
年
度
に
つ
い

て
は
、
事
業
費
予
算
額
ま
で

実
施
で
き
な
い
た
め
減
額
し

た
。
８
年
度
以
降
に
実
施
す

る
予
定
だ
。

●
議
案
第
32
号 

令
和
８
年
度 

日
高
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

補
正
額　

５
億
１
７
０
９
万
６
千
円

（
補
正
後
予
算
総
額
１
０
２

億
６
７
０
９
万
６
千
円
）

地
方
債
補
正
（
変
更
）

道
路
新
設
改
良
事
業
２
億
１

８
５
０
万
円

〔
主
な
内
容
〕

・
千
葉
ロ
ッ
テ
冠
協
賛
試
合

応
援
ツ
ア
ー
助
成
金
60
万
円

・
道
路
台
帳
整
備
（
デ
ジ
タ

ル
化
）
７
９
３
４
万
３
千
円

地
方
創
生
道
整
備
推
進
交
付

金
事
業
４
億
３
７
１
５
万
３

千
円

・
財
源
更
正
（
か
わ
べ
天
文

公
園
再
整
備
）
７
６
０
５
万
円

（
賛
成
全
員
）

問　

か
わ
べ
天
文
公
園
再

整
備
の
財
源
更
正
で
国
庫
補

助
金
７
６
０
５
万
円
減
額

し
、
川
辺
町
地
域
振
興
基
金

を
取
り
崩
し
て
充
当
し
て
い

る
。
減
額
の
理
由
と
、
基
金

残
高
の
見
込
み
は
。

答　

国
庫
補
助
金
の
要
望

額
に
対
し
、
割
当
額
が
減
っ

た
た
め
、
財
源
確
保
が
で
き

な
か
っ
た
分
を
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
た
。
残
高
は
約
４
３

０
０
万
円
と
な
る
。　

問　

天
文
公
園
整
備
事
業

は
、
年
度
が
続
く
大
き
な
計

画
だ
。
資
材
費
が
高
騰
す
る

中
で
事
業
費
も
上
が
っ
て
く

る
。
計
画
の
見
直
し
の
時
期

な
の
で
は
。　

答
　

天
文
公
園
の
整
備

は
、
待
ち
望
ん
で
い
る
事
業

な
の
で
早
く
完
成
し
た
い
。

今
後
、
国
庫
補
助
金
の
割
当

て
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
起
債

や
事
業
年
度
を
延
ば
す
こ
と

も
検
討
す
る
。　

かわべ天文公園
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●
議
案
第
36
号 

監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
１
９
６
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
本

年
６
月
30
日
に
任
期
満
了
と

な
る
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
、
同
意
を
求
め
る
も
の
。

【
任
期
４
年
】

　

津
村  

耕
平  

（
早
藤
）

（
賛
成
全
員
）

●
議
案
第
37
号
～
39
号 

固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
第
４
２
３
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
年

７
月
７
日
に
任
期
満
了
と
な

る
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

同
意
を
求
め
る
も
の
。

【
任
期
３
年
】 

　

宮
所 

惠
利
子
（
入
野
）

　

土
代 

敬
洋
　
（
西
原
）

　

久
保 
幸
則
　
（
川
原
河
） 

（
賛
成
全
員
）

●
議
案
第
40
号
～
53
号 

農
業

委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
第
８
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
令
和
８
年
７
月
19

日
に
任
期
満
了
と
な
る
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
、
同
意
を

求
め
る
も
の
。

【
任
期
３
年
】 

　

中
家 

雄
三   

（
千
津
川
）

　

高
垣 

善
一   

（
鐘
巻
）

　

山
本 

好
一   

（
小
熊
）

　

津
村 

健
志   

（
玄
子
）

　

垣
内 

　
賢   

（
山
野
）

　

木
下 

和
昌   

（
和
佐
）

　

川
越 

安
信   

（
松
瀬
）

　

龍
田 

雅
人   

（
船
津
）

　

大
澤 

　
惠   

（
髙
津
尾
）

　

中
井 

育
子   

（
髙
津
尾
）

　

小
瀬 

　
渉   

（
小
釜
本
）

　

朝
間 

一
行   

（
浅
間
）

　

井
原
　 

崇   

（
愛
川
）　

　

福
島 

康
充   

（
寒
川
）

（
賛
成
全
員
）

●
議
案
第
54
号 

寒
川
財
産
区

管
理
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　

欠
員
と
な
っ
て
い
る
委
員

の
補
充
の
た
め
、
新
た
に
２

名
を
選
任
し
た
く
同
意
を
求

め
る
も
の
。

【
任
期
令
和
10
年
７
月
７
日

ま
で
】 

　

山
口 

勝
弘
　
（
寒
川
） 

　

池
田 

康
一
郎
（
寒
川
）

（
賛
成
全
員
）

問　

欠
員
と
な
っ
て
い
る

委
員
の
補
充
と
い
う
こ
と
だ

が
、
今
回
の
２
名
と
い
う
の

は
欠
員
に
な
っ
た
方
が
２
名

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
良
い

の
か
。

答　

定
数
は
７
名
だ
が
、

現
状
４
名
に
な
っ
て
い
た
。

会
議
は
４
名
で
成
立
す
る
が

１
名
で
も
欠
席
が
あ
る
と
管

理
会
と
し
て
成
り
立
た
な

い
。
今
回
、
会
長
発
議
で
寒

川
区
総
代
よ
り
２
名
の
推
薦

を
い
た
だ
き
承
諾
を
得
て
、

現
状
６
名
と
な
っ
た
。

●
議
案
第
55
号 

動
産
の
取

得
に
つ
い
て
（
４
ｔ
積
ロ
ー

ダ
ー
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
）

　

４
ｔ
積
ロ
ー
ダ
ー
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
す
る
に
あ

●
議
案
第
34
号 

教
育
長
の
任

命
に
つ
い
て

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
４

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

本
年
７
月
７
日
に
任
期
満
了

と
な
る
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て
、
同
意
を
求
め
る
も

の
。

【
任
期
３
年
】 

　

和
佐  
公
生  

（
和
佐
）

（
賛
成
全
員
）

●
議
案
第
35
号 
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
４

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、

本
年
７
月
７
日
に
任
期
満
了

と
な
る
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
、
同
意
を
求
め
る
も
の
。

【
任
期
４
年
】

　

山
下  

勝
顕  

（
入
野
）

（
賛
成
全
員
）

問　

千
葉
ロ
ッ
テ
冠
協
賛

試
合
応
援
ツ
ア
ー
の
企
画
は

町
が
す
る
の
か
。

答　

町
が
広
報
で
募
集
を

告
知
し
、
申
し
込
み
を
受
け

て
選
定
を
行
う
。

　

そ
れ
以
降
、
当
日
の
運
行

は
旅
行
会
社
に
全
て
行
な
っ

て
も
ら
う
。

問　

道
路
台
帳
を
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
が
、
全
て
の
町
道

を
台
帳
に
整
備
し
て
い
る
の

か
。答　

町
道
に
認
定
さ
れ
て

い
る
路
線
は
５
６
７
路
線
で

あ
る
。
全
て
道
路
台
帳
に
整

備
し
て
い
る
。

　

今
回
、
５
６
７
路
線
を
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
。

●
議
案
第
33
号 

監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

　

森
岡 

富
二
氏
（
川
原
河
）

の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求

め
る
も
の
。

【
任
期
４
年
】

（
賛
成
全
員
）

第
２
回
定
例
会
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た
り
、
仮
契
約
を
締
結
し
た

の
で
、
日
高
川
町
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
３
条
の 

規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

購
入
物
件 

４
ｔ
積
ロ
ー
ダ
ー
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク 

契
約
方
法

見
積
に
よ
る
随
意
契
約 

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

田
中
モ
ー
タ
ー
ス 

代
表
取
締
役 

田
中 

守
（
船
津
）

購
入
金
額 

１
３
８
５
万
円

（
賛
成
全
員
）

問　

今
回
ダ
ン
プ
の
購
入

は
、
見
積
に
よ
る
随
意
契
約

に
な
っ
て
い
る
。
随
意
契
約

と
し
た
理
由
は
。

答　

こ
れ
ま
で
も
物
品
や

公
用
車
の
購
入
に
つ
い
て
、

見
積
の
随
意
契
約
で
行
っ
て

き
た
。
議
会
の
議
決
を
得
て

契
約
す
る
方
法
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
見
積
に
よ
る
随
意

契
約
で
行
っ
た
。

問
　

今
後
の
課
題
と
し

て
、
入
札
制
度
も
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
、
物
品
等
に
つ

い
て
は
見
積
の
随
意
契
約
で

行
っ
て
い
る
の
で
、
今
回
も

町
内
の
11
社
に
見
積
を
取

り
、
５
社
の
応
札
が
あ
っ

た
。
今
後
は
、
契
約
の
担
当

課
と
も
相
談
し
た
い
。

問　

ダ
ン
プ
の
使
用
目
的

は
ど
う
か
。
現
在
の
ダ
ン
プ

は
何
ト
ン
か
。

答　

主
に
林
道
の
維
持
管

理
に
使
用
す
る
。

　

現
在
の
ダ
ン
プ
は
３
ト
ン

で
あ
る
。

問　

現
在
の
ダ
ン
プ
の
下

取
り
金
額
は
い
く
ら
か
。

答　

下
取
り
は
20
万
円
で

あ
る
。

問　

11
社
の
う
ち
５
社
の

応
札
が
あ
っ
た
と
聞
い
た

が
、
競
争
入
札
と
の
違
い

は
。答　

11
社
に
見
積
を
依
頼

し
５
社
の
応
札
。
そ
の
中
か

ら
、
最
低
金
額
の
業
者
を
選

ん
だ
。
一
般
競
争
入
札
と
は

違
う
。

問　

４
ト
ン
ダ
ン
プ
に
積

載
量
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
使
っ
て
い
る
３
ト

ン
ダ
ン
プ
も
ロ
ー
ダ
ー
ダ
ン

ローダーダンプトラック（H19年購入）

プ
な
の
か
。

答　

現
在
使
用
し
て
い
る

３
ト
ン
ダ
ン
プ
も
ロ
ー
ダ
ー

ダ
ン
プ
で
、
今
回
購
入
す
る

４
ト
ン
ダ
ン
プ
も
ロ
ー
ダ
ー

機
能
を
持
っ
た
ダ
ン
プ
で
あ

る
。

●
議
案
第
56
号 

日
高
川
町
印

鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
機

能
を
持
つ
「
特
定
在
留
カ
ー

ド
」
「
特
定
特
別
永
住
者
証

明
書
」
が
新
た
に
発
行
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
同
様
、
こ
れ
ら
を
利

用
し
て
、
役
場
窓
口
及
び
コ

ン
ビ
ニ
で
印
鑑
登
録
証
明
書

を
交
付
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。
（
公
布
の

日
か
ら
施
行
）　
　
　

（
賛
成
全
員
）

ひだか川議会だより
令和８年８月１日発行　第79号
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●
議
案
第
57
号 

日
高
川
町
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。 

〔
主
な
改
正
内
容
〕

【
住
民
税
関
係
】 

・
地
方
税
法
等
改
正
に
伴
う

条
項
の
ズ
レ
や
文
言
の
修

正
、
控
除
等
の
適
用
期
間
の

延
長 

【
固
定
資
産
税
関
係
】 

・
免
税
点
の
引
き
上
げ 

（
改
正
前
）
土
地
30
万
円
、

家
屋
20
万
円
、
償
却
資
産 

１

５
０
万
円 

（
改
正
後
）
土
地
30
万
円
、

家
屋
30
万
円
、
償
却
資
産 

１

８
０
万
円 

（
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、

令
和
９
年
１
月
１
日
か
ら
適

用
。
一
部
令
和
９
年
４
月
１

日
、
令
和 

10
年
１
月
１
日
等

か
ら
施
行
）

（
賛
成
全
員
）

●
議
案
第
58
号 

日
高
川
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
の
創
設
、
賦
課

限
度
額
の
引
上
げ
を
行
う
も

の
。 

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
の
創
設 

所
得
割
０
．３
％  

均
等
割
額 

１
１
２
３
円

18
歳
以
上
均
等
割
額
68
円 

平
等
割
額 

７
６
６
円 

賦
課
限
度
額
３
万
円 

・
基
礎
課
税
額
（
医
療
給
付

費
分
）
に
係
る
賦
課
限
度
額

の
変
更 

賦
課
限
度
額
66
万
円
→
67
万
円 

・
軽
減
判
定
に
用
い
る
１
人

あ
た
り
の
加
算
額
の
変
更　

５
割
軽
減
30
万
５
千
円
→
31

万
円 

２
割
軽
減
56
万
円
→
57
万
円 

（
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
適

用
）

（
賛
成
多
数
）

問　

70
歳
以
上
の
２
人
世

帯
で
９
０
０
円
の
増
額
と
説

明
を
受
け
た
が
、
子
ど
も
・

子
育
て
分
が
含
ま
れ
て
い
る

の
か
詳
細
説
明
を
。

答　

所
得
ゼ
ロ
・
年
金
収

入
70
万
円
の
世
帯
に
対
し
て

子
ど
も
分
の
年
額
と
し
て
９

０
０
円
必
要
と
な
る
。

　
●
議
案
第
59
号 

日
高
川
町
南

山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

・
新
設
さ
れ
た
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
を
使
用
料
の
対
象
施
設
に

追
加 

・
野
球
場
の
１
日
単
位
の
料

金
区
分
を
削
除
し
、
公
園
内

の
他
の
施
設
と
同
様
、
時
間

単
位
の
料
金
区
分
に
統
一 

（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

（
賛
成
多
数
）

問　

野
球
場
は
今
ま
で
時

間
単
位
と
１
日
単
位
に
分
け

て
い
た
が
時
間
単
位
に
統
一

す
る
理
由
は
。

答　

陸
上
競
技
場
、
野
球

場
、
投
て
き
場
な
ど
が
あ
る

中
で
野
球
場
の
み
１
日
単
位

が
存
在
し
て
い
た
た
め
今
回

統
一
す
る
。

新設されたスコアボード
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●
議
案
第
60
号 

日
高
川
町
消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係

る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
が
改
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
非
常
勤
消
防
団
員
等

が
公
務
等
に
よ
り
死
亡
し
た

場
合
に
お
け
る
葬
祭
補
償
の

額
の
改
正
を
行
う
も
の
。

（
改
正
前
）
31
万
５
千
円
＋

補
償
基
礎
額
の
30
倍 

（
改
正
後
）
33
万
円
＋
補
償

基
礎
額
の
30
倍 

（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）　　

　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
議
案
第
61
号 

令
和
８
年
度 

日
高
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

補
正
額

４
３
８
７
万
４
千
円 

（
補
正

後
予
算
総
額 

１
０
３
億
１
０

９
７
万
円
） 

地
方
債
補
正
（
変
更
） 

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事

業 

２
２
０
万
円 　
　

〔
主
な
内
容
〕 

・
人
件
費
の
調
整
（
人
事
異

動
及
び
昇
級
等
） 

△
２
８
２

万
６
千
円 

・
マ
ス
コ
ッ
ト
ア
ク
タ
ー
料

（
千
葉
ロ
ッ
テ
冠
試
合
） 

15

万
円 

・
イ
ベ
ン
ト
出
店
料
（
千
葉

ロ
ッ
テ
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー
）

66
万
円 

・
地
域
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
補
助
金
（
増
額
）
３
０

０
万
円 

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
医

療
費
シ
ス
テ
ム
改
修 

２
４
４

万
２
千
円 

・
地
方
単
独
医
療
費
助
成
シ

ス
テ
ム
改
修
88
万
円 

・
農
業
経
営
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
補
助
金
２
３
１
万
３
千
円 

・
宿
泊
施
設
等
指
定
管
理
委

託
料 

３
９
４
７
万
３
千
円

（
賛
成
全
員
）

問
　

農
業
経
営
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
補
助
金
は
ス

マ
ー
ト
農
機
へ
の
上
乗
せ
が

あ
る
と
思
う
が
詳
細
説
明

を
。答　

県
に
申
請
し
認
定
さ

れ
た
農
業
者
に
対
し
、
県
が

６
分
の
２
を
補
助
し
、
町
が

６
分
の
１
を
上
乗
せ
し
、
合

計
２
分
の
１
補
助
と
な
る
事

業
で
あ
る
。

問　

地
域
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
補
助
金
３
０
０
万

円
に
つ
い
て
の
状
況
説
明

を
。答　

４
月
22
日
に
受
付
開

始
し
た
と
こ
ろ
１
日
で
42
件

の
申
請
が
あ
っ
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
補
助
上
限
額
10
万
円
の
申

請
が
４
割
を
占
め
こ
れ
ま
で

は
補
助
額
平
均
が
約
５
万
円

で
あ
っ
た
が
今
回
は
７
万
７

千
円
と
な
っ
た
の
が
主
な
原

因
で
あ
る
。

問　

イ
ベ
ン
ト
出
店
料
66

万
円
に
つ
い
て
の
詳
細
説
明

を
。答　

優
先
的
に
出
店
で
き

る
オ
フ
ァ
ー
を
得
た
。

　

柑
橘
類
を
中
心
に
販
売

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
税
収

ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

●
議
案
第
62
号 

令
和
８
年
度 

日
高
川
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

補
正
額 

△
２
７
０
万
２
千
円
（
補
正

後
予
算
総
額 

13
億
２
８
６
８

万
３
千
円
） 

内
容

電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
68
万
２

千
円 

診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金 

△

３
３
８
万
４
千
円（

賛
成
全
員
）

千葉ロッテマリーンズとの調印式
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●
議
案
第
63
号 

令
和
８
年
度

日
高
川
町
国
民
健
康
保
険
事

業
川
上
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算 

（
第
１
号
）

補
正
額 

△
１
２
２
万
１
千
円
（
補
正

後
予
算
総
額 
１
億
７
８
９
万

１
千
円
） 

内
容 

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の

調
整 

△
１
２
２
万
１
千
円

（
賛
成
全
員
）

●
議
案
第
64
号 

令
和
８
年
度

日
高
川
町
国
民
健
康
保
険
事

業
寒
川
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算 

（
第
１
号
）

補
正
額 

△
２
１
６
万
３
千
円
（
補
正

後
予
算
総
額
５
２
７
１
万

円
） 

内
容 

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の

調
整 

△
２
１
６
万
３
千
円

（
賛
成
全
員
）

●
議
案
第
65
号 

令
和
８
年
度

日
高
川
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

補
正
額

25
万
２
千
円
（
補
正
後
予
算

総
額 

３
億
５
２
５
９
万
５
千

円
）

内
容

人
間
ド
ッ
ク
委
託
料 

25
万
２

千
円

（
賛
成
全
員
）

問　

人
間
ド
ッ
ク
の
委
託

料
が
当
初
見
込
み
よ
り
希
望

者
が
増
加
し
補
正
さ
れ
た
と

の
説
明
で
あ
っ
た
が
当
初
見

込
の
人
数
お
よ
び
増
加
人

数
、
増
加
の
要
因
に
つ
い
て

の
説
明
を
。

答　

当
初
想
定
し
て
い
た

80
名
に
対
し
90
名
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
。
要
因
と
し
て

は
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
医

療
の
対
象
者
と
な
る
方
々
は

今
ま
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

て
き
た
方
が
多
く
、
希
望
者

が
多
く
な
っ
た
と
考
え
る
。

●
議
案
第
66
号 

財
産
の
取
得

に
つ
い
て
（
追
認
）

　

リ
ー
ス
期
間
が
過
ぎ
、
町
に

無
償
譲
渡
さ
れ
る
場
合
は
、

財
産
取
得
に
あ
た
り
、
議
会

の
議
決
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
町
の
場
合
、
予
定
価
格

７
０
０
万
円
以
上
の
財
産
取

得
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　

教
育
課
で
調
査
し
た
と
こ

ろ
現
在
リ
ー
ス
契
約
中
の
左

記
の
契
約
が
該
当
す
る
事
が

判
明
し
た
の
で
、
今
回
追
認

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

取
得
財
産　

日
高
川
町
立
小
学
校
教
育
用

パ
ソ
コ
ン
等

契
約
の
方
法

見
積
に
よ
る
随
意
契
約

（
リ
ー
ス
契
約
）

契
約
の
相
手
方

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社　

関
西
支
店
長　

渡
邉
祐
史

（
大
阪
市
）

契
約
金
額

１
億
１
６
１
８
万
６
４
０
０
円

契
約
日

令
和
３
年
９
月
27
日

（
賛
成
全
員
）

問　

教
育
用
パ
ソ
コ
ン
以

外
に
リ
ー
ス
期
間
満
了
後
、

町
に
譲
渡
さ
れ
る
物
品
は
な

い
か
。

答　

今
回
調
査
し
た
と
こ

ろ
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の
み
で

あ
っ
た
。

問　

リ
ー
ス
で
は
な
く
購

入
の
方
が
安
い
の
で
は
。

答　

購
入
の
場
合
、
保
証

期
間
経
過
後
、
修
繕
費
用
が

発
生
す
る
。
リ
ー
ス
物
件
の

場
合
は
相
手
方
に
対
応
し
て

も
ら
え
る
考
え
も
あ
る
。
今

後
の
購
入
リ
ー
ス
に
つ
い
て

は
金
利
上
昇
も
加
味
し
そ
の

都
度
検
討
す
る
。

５議員が10項目の質問を行いました。

一般質問町政の
　今を問う
町政の
   今を問う！！

ページ 質問者 質 問 事 項

１．安心して子育てができる町づくりについて

１．有害鳥獣対策について
２．南海トラフ地震対策について

１．白馬山脈の風力発電計画への町の対応はどうか
２．美山地区の道路の改修を
３．学校教育費の保護者負担の軽減を

１．印南・日高川風力発電計画に最終決着を
２．船津メガソーラー工事の現状は
３．廃校活用への町の基本的方針は

１．中津・美山地区における地域医療の確保について

14 山本 芳徳 議員

14 西川 富雄 議員

15 山本 喜平 議員

17  原    孝文 議員

18 森岡 富二 議員
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